
　

菊
池
市
で
は
、
平
成
18
年
10
月
に

「
菊
池
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定

し
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
こ
に
、
平
成
19
年
度
ま
で
の

進
捗
状
況
と
成
果
に
つ
い
て
、
主
な

も
の
を
公
表
し
ま
す
。

○
経
費
削
減
面
で
、
約
４
億
３
０
０

万
円
の
効
果
が
出
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、

①
新
規
採
用
見
送
り
な
ど
に
よ

る
職
員
人
件
費
削
減
で
、
約

２
億
１
、０
０
０
万
円

②
行
政
評
価
の
試
行
に
よ
る
補
助
金

や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
見
直
し
で
、

約
１
億
１
、０
０
０
万
円

③
市
が
管
理
運
営
し
て
い
た
４
施
設

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た

こ
と
で
、
約
２
、５
０
０
万
円

④
法
令
等
検
索
シ
ス
テ
ム
を
職

員
自
ら
開
発
し
た
こ
と
で
、
約

８
５
０
万
円

な
ど
で
す
。

○
歳
入
増
加
面
で
、約
３
、５
０
０
万

円
の
効
果
が
出
ま
し
た

　

内
訳
は
、

①
市
が
保
有
す
る
遊
休
地
な
ど
を
売

却
し
、
約
２
、０
０
０
万
円

②
税
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
、
公
売
会

の
実
施
で
、
約
１
、５
０
０
万
円

で
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
平
成
19
年
度
ま

で
の
行
政
改
革
の
取
り
組
み
効
果
額

は
、
約
４
億
３
、８
０
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
水
道
事
業

の
一
部
民
間
委
託
や
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
の
運
行
委

託
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
行

政
改
革
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

行
政
改
革
推
進
課

が
目
的
で
は
な
く
、「
国
民
の
生
命
、

健
康
お
よ
び
財
産
の
保
護
」
を
根
幹

の
目
的
と
し
た
法
律
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

都
市
整
備
課

と　

き　

11
月
１
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

熊
本
県
立
劇
場

　
　
　
　

演
劇
ホ
ー
ル

定　

員　

１
、０
０
０
人

参
加
料　

無
料

内　

容　

平
成
20
年
度
熊
本
県
近
代

文
化
功
労
者
顕
彰
式
、
各
種
表
彰
式
、

講
演
会
（
講
師
・
蒲
島
郁
夫
熊
本
県

知
事
）

締　

切　

９
月
22
日
（
月
）

　

３
回
目
の
今
回
は
「
ハ
ン
グ
ル
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ン
グ
ル
が
作
ら
れ
る
以
前
、
韓

国
の
表
記
手
段
は
漢
字
で
し
た
。
学

び
に
く
か
っ
た
漢
字
は
一
部
の
特
権

階
層
だ
け
が
使
っ
た
の
で
、
一
般
庶

民
は
文
字
を
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
を
不
憫
（
ふ
び
ん
）
に
思
っ

た
朝
鮮
時
代
４
代
目
の
王
で
あ
っ
た

世
宗
大
王
が
、
初
め
て
ハ
ン
グ
ル
を

１
４
４
３
年
に
作
り
ま
し
た
。
本
来

の
名
前
は
「
フ
ン
ミ
ン
ジ
ョ
ン
オ
ム

（
訓
民
正
音
）」
で
「
民
を
教
え
る
正

し
い
音
（
文
字
）」
と
言
う
意
味
で
す
。

　

現
代
の
よ
う
に
ハ
ン
グ
ル
と
言
う

名
が
使
わ
れ
た
の
は
、
20
世
紀
初
め

で
、
１
９
１
３
年
か
ら
で
す
。
ハ
ン

グ
ル
と
言
う
意
味
は「
偉
大
な
文
字
」

と
言
う
意
味
で
す
。

　

ハ
ン
グ
ル
を
作
っ
た
当
時
は
、
子

音
が
17
個
、
母
音
が
11
個
の
全
部
で

28
個
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
こ

の
中
の
子
音
14
個
、
母
音
10
個
だ
け

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ン
グ
ル
は
、

基
本
的
に
子
音
と
母
音
の
組
み
合
わ

せ
で
音
を
作
る
仕
組
み
で
す
。

　

漢
字
と
は
違
い
、
24
個
の
子
音
と

母
音
さ
え
暗
記
す
れ
ば
、
誰
も
が
読

み
書
き
で
き
る
と
て
も
学
び
や
す
い

文
字
で
す
。
そ
の
た
め
主
に
庶
民
と

女
性
に
広
く
浸
透
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
ハ
ン
グ
ル
の
こ
の
学

び
や
す
い
特
徴
は
、
当
時
の
支
配

階
層
だ
っ
た
両
班
（
ヤ
ン
バ
ン
）
た

ち
（
注:

朝
鮮
時
代
の
特
権
的
な
官

僚
階
級
の
人
た
ち
。
官
位
・
官
職
を

独
占
世
襲
し
、
種
々
の
特
権
・
特
典

を
受
け
て
い
ま
し
た
）
の
反
対
を
招

き
ま
す
。
彼
ら
は
科
挙
（
カ
キ
ョ
）

と
言
う
試
験
を
通
し
て
高
位
職
に
進

出
し
、
漢
字
は
彼
ら
の
特
権
階
層
を

維
持
す
る
一
つ
の
重
要
な
手
段
で
も

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
で
彼
ら
は
、
ハ
ン
グ
ル
を
軽

視
し
「
ア
ム
ク
ル
」、
す
な
わ
ち
女

性
が
使
う
言
語
。
ま
た
は
子
ど
も
た

ち
が
使
う
「
ア
イ
グ
ル
」
と
呼
ん
だ

と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
難
し
い
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ハ
ン
グ
ル
は
徐
々
に
広

く
使
わ
れ
、
現
在
韓
国
で
は
ハ
ン
グ

ル
が
主
に
使
わ
れ
、
漢
字
は
日
常
生

活
で
は
ほ
と
ん
ど
影
を
ひ
そ
め
て
い

ま
す
。

　

わ
ず
か
半
日
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
言
語
。
あ
ま
り
の
学
び
や
す
さ
か

ら
、
貴
族
た
ち
か
ら
軽
視
さ
れ
た
言

語
。
し
か
し
、
今
は
世
界
で
13
番
目

に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
ハ
ン
グ
ル
に

挑
戦
し
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？

　菊池市における安全で安心なまちづくりをより
効果的に推進することを目的に、「安全安心な菊
池市の実現に向けた菊池市・菊池警察署連絡会議」
を設置しました。菊池市と菊池警察署が情報を交
換しながら、安全安心な菊池市づくりに努めてい
きます。
　この連絡会議の設立を機に毎月１日を「安全安
心きくちの日」と定め、交通安全や防犯活動など
を、全市統一に取り組むことにしました。
　各団体をはじめ市民の皆さんには、趣旨ご理解
の上、次の要領でぜひご協力をお願いします。
●統一行動啓発日　９月１日から毎月１日に開催
してください※１日が土曜・日曜、祝日にあた
る場合はその月の第１月曜日。
●街頭指導の場所や時間　それぞれの団体で決め
られた地域や場所、時間帯で活動してください
●活動内容　通学・下校時間帯の見守り支援、自
宅前での声かけ運動など
問い合わせ先　安全対策課

「
く
ま
も
と
教
育
の
日
」県
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集

韓
国
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
③

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

菊池市役所
国際観光マネージャー
金相廷さん

　

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
る
と
、

建
築
物
の
扱
い
に
対
し
て
多
少
の
制

限
が
生
じ
て
き
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
建

築
基
準
法
の
集
団
規
定
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
建
築
物
を
建
築
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
小
規
模
な
建
物
も
建

築
基
準
法
に
基
づ
く
建
築
主
事
の
確

認
を
受
け
る
必
要
が
で
て
き
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
高
さ
、
用
途
、
建
ぺ
い

率
、
容
積
率
、
接
道
な
ど
の
制
限
が

課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
と
な
る
今
回
は
、
建
築
基
準

法
の
規
制
の
中
で
も
市
民
の
皆
さ
ん

と
関
係
の
深
い
敷
地
と
道
路
の
関
係

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
の
道
路
に
該
当
し
な

い
敷
地
や
既
存
建
築
物
で
接
道
が
な

い
敷
地
は
、
新
築
ま
た
は
増
改
築
が

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
４
ｍ
未
満
の

道
路
に
接
し
て
い
る
場
合
、
道
路
後

退
が
発
生
し
た
り
し
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

　
都
市
計
画
⑥

建

築

基

準

法

　６月 14日に発生した岩手・宮城内陸地震発生に伴い、募金箱を
市役所本庁および各総合支所、第３セクターなどに設置しましたが、
７月 31日をもって受付を終了させていただきました。期間中多く
の義援金が寄せられ、総額は 291,238 円に上りました。皆さんか
らの温かいご協力に対し厚くお礼申し上げます。
　お寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通じ寄附をさせてい
ただきました。
問い合わせ先　総務課

行
政
改
革
の
取
り
組
み
を
公
表
し
ま
す

「平成20年（2008年）岩手・宮城内陸地震災害」への義援金
ありがとうございました

毎月１日を

①
建
築
物
（
建
物
と
こ
れ
に
付
属
す

る
門
・
塀
等
を
含
む
）
を
建
て
る

場
合
、
敷
地
は
建
築
基
準
法
上
の

道
路
（
４
ｍ
以
上
の
道
路
）
に
２

ｍ
以
上
接
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。（
図
１
）

②
す
で
に
建
物
が
建
ち
並
び
、
一

般
の
交
通
に
使
用
し
て
い
た
幅
員

１
・
８
ｍ
以
上
で
４
ｍ
未
満
の
道

路
に
接
す
る
土
地
に
建
築
す
る
場

合
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
ｍ
後
退

し
た
線
が
敷
地
と
道
路
の
境
界
線

と
み
な
さ
れ
、
そ
の
線
の
内
側
に

建
物
や
門
、
塀
を
建
築
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。（
図
２
・
図
３
）

　

ま
た
、
片
側
が
１
・
１
ｍ
以
上
の

水
路
（
ま
た
は
河
川
・
が
け
な
ど
）

の
場
合
は
、
左
右
に
取
れ
な
い
の
で

４
ｍ
の
幅
が
取
れ
る
線
を
道
路
境
界

線
と
み
な
し
ま
す
。（
図
４
）

　

建
築
基
準
法
で
は
、
４
ｍ
以
上
の

道
路
に
接
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
最
低
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、緊
急
車
両（
消

防
車
や
救
急
車
）
が
容
易
に
通
行

で
き
た
り
火
災
の
延
焼
を
防
い
だ
り

す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
基
準
で
す
。

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

築
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
守
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
最
低
限
の
基
準
を
定

め
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
建
築
基
準
法
は
単
に

建
築
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
だ
け

●入札（開札）日：７月 29日

件　名
工事
（履行）
場所

落札額
（税込・円）

落札者
指名
業者
数

事　業
担当課予定価格

（税込・円）

平成20年東原地
区（7097-1～
7103-6）築造工
事

野間口
27,510,000 

㈱栄光
建　設 10 下水

道課
28,449,000 

平成20年度菊池
市斑蛇口湖ボー
ト場コース改修
工事

班蛇口
26,040,000 

川　口
建設㈱ 11 社　会

体育課26,577,000 

平成20年度平中
学校線道路改良
工事

旭志
小原

14,311,500 ㈱安武
建　設
工　業

7 土木課
14,755,000 

平成20年度桜山団
地配水管布設替工事
（3工区）

泗水町
永

21,577,500 ㈲赤星
設　備 10 水道局

22,386,000 

平成20年度伊野
地区配水管布設
替工事（1工区）

原
14,679,000 ㈲本藤

設　備 10 水道局
15,455,000 

※その他の入札結果は、菊池市役所総務課で閲覧（午前８時
30分～午後５時）できます。
※落札額が10,000,000円以上のものを掲載しています。

建
築
基
準
法
の
道
路

道路に
２ｍ以上

図1

図4

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

４ｍ４ｍ

水路 道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

1.1ｍ
以上

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

図3

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

中
心
中
心

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

２ｍ２ｍ２ｍ２ｍ

申
し
込
み
方
法

•
教
職
員
、
保
護
者
お
よ
び
児
童
生

徒
は
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

•
県
民
の
皆
さ
ん
は
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
な
ど
を
明
記
の

上
、
は
が
き
（
当
日
消
印
有

効
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
「
０
９
６
（
３
８

４
）
１
５
０
９
」、
電
子
メ
ー
ル

（k
yo
u
ik
u
s
e
is
a
k
u
@
p
re
f.

ku
m
a
m
o
to
.lg
.jp

）
で
、
左
記

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

•
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

当
日
受
付
に
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

〒
８
６
２
‐
８
６
０
９

　

熊
本
県
教
育
庁
教
育
政
策
課

　

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
係

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
６
７
３

公共事業入札の公表
「安全安心きくちの日」に

中
心
線

図2

４ｍ未満
の道路
４ｍ未満
の道路

２ｍ２ｍ２ｍ２ｍ

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線

道
路
境
界
線
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